
危機管理室
小平 冬人

日頃から防災意識を
　地震が少ないと言われ
ていた熊本。そんな地域
でも大きな地震が発生し
ました。災害はいつ起こ
るか分かりません。常に
防災意識を持つことが、自
分の身を守る第一歩です。

稲葉 和弘（左）・栗原 弘一（右）　

健康増進課 樋口 早苗

防災アドバイザー

保健師 要介護者や障害者を対象にした、
避難行動要支援者制度があります。

　前橋テルサの２階ホールで、地域防災力
の向上をテーマに講演会を開催。最新の防
災・減災の取り組みや平時の備えを学び
ます。
日時＝８月26日㈮午後３時～５時

講師＝長岡造形大准教授・
澤田雅浩さん
申し込み＝当日会場へ直接

地域の防災力を高める

熊本地震レポート

避
難
行
動
要
支
援
者
制
度

害
が
起
き
た
と
き
に
自
分
が
行
く

べ
き
避
難
場
所
、
把
握
し
て
い
ま

す
か
。
自
分
一
人
で
避
難
で
き
る
か
心

配
、
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
と
き
に
、
避
難
行
動
要
支
援

者
制
度
に
登
録
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

　
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困

難
な
障
害
者
や
要
介
護
者
な
ど
を
、
地
域

で
の
助
け
合
い
で
安
全
に
避
難
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
の
制
度
。
登
録
さ
れ
た
個
人

情
報
を
自
治
会
や
警
察
署
、
市
の
関
係
す

る
部
局
な
ど
に
提
供
し
、
地
域
全
体
で
支

援
す
る
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
ど
こ
に
手
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る

人
が
い
る
の
か
を
地
域
で
事
前
に
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
＝
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
人
。①
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
が
３
～
５
②
身
体

障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１
・
２
級
③
療
育
手

帳
の
等
級
が
Ａ
④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
等
級
が
１
級
⑤
そ
の
他
自
力
避
難

が
困
難
な
人

個
人
情
報
の
提
供
先
＝

自
治
会
（
自
主
防
災
会

を
含
む
）、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
警
察
署
、
消

防
団
、
社
会
福
祉
協
議

会
、市
関
係
部
局
（
福
祉

害
時
は
行
政
な
ど
が
援
助
を

行
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
頼

り
に
な
る
の
は
、
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
「
自
助
」と
、
地
域
の
人
た

ち
で
助
け
合
う
「
共
助
」の
力
。
ま

ず
は
自
分
の
身
を
守
る
。
そ
の
上

で
、
自
分
が
住
む
地
域
は
地
域
み
ん

な
で
守
る
こ
と
が
大
き
な
力
に
な
り

ま
す
。
あ
そ
こ
は
災
害
が
起
き
た
と

き
危
険
な
場
所
か
も
し
れ
な
い
、
あ

の
家
に
は
自
力
で
の
避
難
が
難
し
い

人
が
い
る
、
な
ど
と
事
前
に
共
有
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
。
日
頃
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
い
ざ

と
い
う
と
き
の
助
け
合
い
の
体
制
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
熊
本
地
震
か
ら
一
カ
月
後
に
被
災

地
へ
。
被
災
者
の
健
康
相
談
な
ど
に

携
わ
り
ま
し
た
。
一
カ
月
が
過
ぎ
て

も
避
難
所
の
混
乱
は
続
い
て
い
て
、

職
員
だ
け
で
は
全
く
人
が
足
り
ず
、

避
難
者
が
自
力
で
ど
う
に
か
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
。
こ
う

い
う
と
き
こ
そ
、
地
域
の
つ
な
が
り

が
大
き
な
力
に
な
る
と
実
感
し
ま
し

た
。災
害
時
、こ
の
地
域
は
ど
う
動
く

べ
き
な
の
か
。
日
頃
か
ら
話
し
合
い

意
識
し
て
お
く
こ
と
で
、
災
害
時
や

そ
の
後
に
も
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

９
月
１
日
は
防
災
の
日

熊
本
地
震
で
学
ん
だ

個
々
の
力
の
大
切
さ

安な気持ちをサポート
助け合い制度を利用して

部
・
健
康
部
・
消
防
局
）

申
請
書
の
配
布
＝
市
役
所
危
機
管
理
室
・

社
会
福
祉
課
･
介
護
高
齢
課
、市
保
健
所
内

保
健
予
防
課
･
障
害
福
祉
課
、各
支
所
･
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
。本
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

申
し
込
み
＝
申
請
書
に
記
入
し
、
市
役
所

危
機
管
理
室
へ
郵
送
か
直
接
。
ま
た
は
各

配
布
場
所
へ

特
集
01不

災

災

 

危
機
管
理
室 

☎
０
２
７
―
８
９
８
―
５
９
３
５

防災ラジオの試験放送を実施
　防災ラジオは、大規模な災害が発生、ま
たは発生する恐れがあるときに自動的に
起動し、まえばしCITYエフエム（84・５
MHz）から災害情報を大音量で放送するも
の。同局で販売しています。
　このラジオの試験放送を９月１日に行
います。実際の災害と間違わないよう注意
してください。
日時＝９月１日㈭午前10時

危機管理室
室長 桑原 和彦

自
主
防
災
会
の
活
動
を
支
援
し
ま
す

　
自
主
防
災
会
や
地
区
自
治
会
連
合
会
が

行
う
訓
練
に
掛
か
る
経
費
を
補
助
し
ま

す
。
対
象
に
な
る
の
は
、
避
難
訓
練
や
消

火
訓
練
な
ど
で
使
う
防
災
資
機
材
、
炊
き

出
し
訓
練
の
食
材
経
費
な
ど
。
交
付
金
額

は
５
万
円
ま
で
で
、
自
主
防
災
会
は
年
２

回
、
自
治
会
連
合
会
は
年
１
回
ま
で
交
付

し
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
防

災
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
主
防

災
会
や
学
校
な
ど
で
、
自
然
災
害
や
自
主

防
災
に
関
す
る
講
座
な
ど
を
実
施
。詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

建
築
物
も
日
頃
か
ら
防
災
確
認
を

  

８
月
30
日
㈫
か
ら
９
月
５
日
㈪
ま
で
は

建
築
物
防
災
週
間
で
す
。多
数
の
人
が
利

用
す
る
建
築
物
は
、建
築
指
導
課
職
員
と

消
防
署
員
な
ど
が
立
ち
入
り
検
査
を
実

施
し
ま
す
。所
有
者
や
管
理
者
は
い
つ
も

適
法
な
状
態
に
維
持
す
る
よ
う
努
め
て

く
だ
さ
い
。

建
築
指
導
課
☎
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